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講演タイトル
「習慣的な有酸素性運動による脳の健康維持：
脳⾎流、動脈硬化、認知機能に着⽬して」

東本 翼 博士
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我が国では、⼈⼝の⾼齢化に伴い認知
症患者数が増加している。しかし、認
知症の根本治療法の確⽴が難航してお
り、発症の遅延や進⾏の緩和などの予
防⽅法の確⽴が喫緊の課題とされてい
る。近年の疫学研究によれば、認知症
発症リスクを増⼤する因⼦として、循
環調節機能および⾝体活動量の低下な
どが報告されている。このことを踏ま
えると、習慣的な運動による動脈機能
と脳⾎流の改善が認知症予防の⼀助と
なると考えられる。本講演では、近年
報告した知⾒を中⼼に、⾼齢者と認知
症の前段階である軽度認知障害患者を
対象に⾏った1年間の有酸素性運動介
⼊が動脈機能と脳⾎流に及ぼす影響に
ついて紹介する。
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